
噺 翁 環境基本計画の体系と目標達成状況の概要
㌧

この章では、環境基本計画の体系及び目標の達成状況を記述 しています。

■環境 基本計 画のめ ざす望 ま しい環境 像 と環 境要 素

環境基本計画では、環境政策の目標となる全市の望ましい環境像を 「人と環境が共生する都市 ・か

わさき」と定めています。

「人と環境が共生する都市 ・かわさき」とは、よりよい環境をつくり育てるとともに、暮らしや事

業活動、都市づくりのそれぞれの場で、環境と共生するシステムの確立を図り、いきいきとした活力

ある市民生活が営まれ、将来にわたる質的向上をめざすまちです。

この全市の望ましい環境像は、「健康な市民生活が営める安全なまち(安 全なまち)」、「うるおいと

やすらぎのある快適なまち(快 適なまち)」、「地球環境1こやさしい持続可能な循環型のまち(循 環型の

まち)」の3つ の環境像から形成されています。

その体系は次のとおりです。

〈全市のめざす環境像〉

人と環境が共生する都市 ・かわさき

健康な市民生活が

営める安全なまち

うるおいとやすらぎ

のある快適なまち

地球環境にやさし

い持続可能な環境

型のまち

環境要素ごとの目標 環境要素ごとの目標 環境要素ごとの目標

目標達成のための基本的施策
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■重点分野ごとの重点 目標と関連する重点的取組事項

環境基本計画では、本市の環境の現状や社会的状況、計画の進捗状況等を踏まえ、優先的に解決す

べき緊急性の高い分野、特段の対応が求められ、重点的に取り組あ分野を明らかにし、分野ごとに重

点目標とその達成に向けた重点的取組事項を示しています。

重点分野には、5つ の「環境要素に係る重点分野」と2つ の 「政策手段に係る重点分野」を掲げてい

ます。

重点分野 重点目標 重点的取組事項

大気汚染の

低減

2005年 度から2010年 度までのできるだけ早期

に、市内の自動車の窒素酸化物排出総量を1,010

トン(対2000年 度比で約70%削 減)、 粒子状物

質(一 次粒子分)排 出総量を172ト ン(対2000

年度比で約70%削 減)ま で削減 し、固定発生源対

策と併せ、二酸化窒素の対策目標値を市の全測定

局で達成するとともに、浮遊粒子状物質の対策目

標値を全ての一般局で達成することを目指す。

●自動車公害発生源対策及び広域的対

応の強化

●自動車交通への新 しい取組によるま

ちづくりの展開

●自動車交通への依存を抑制したライ

フスタイルの形成

化学物質の

環境 リスクの

低減

2001年 度を基準年度として2006年 度までに市

内のPRTR法 対象事業所から排出される対象物

質の総排出量を30%削 減することを目指す。

●事業所における化学物質の自主管理

の促進

●市による化学物質対策の充実

●リスクコミュニケーションの推進

●ダイオキシン類対策の推進

●内分泌穫乱化学物質(環 境ホルモン)
等に係る対策の推進

環
境
要
素
に
係
る
重
点
分
野

緑の保全 ・

回復

2010年 度までに市域面積の30%に 相当する緑

の確保を目指す。

(主なものとして、樹林地400ha、 震地500ha、

公園緑地1,000haの 確保を目指す。)

●樹林地の保全

●都市農地の保全

●都市緑化の推進

●公園緑地の整備拡充

地球温暖化防

止対策の推進

2010年 における二酸化炭素等の排出量を1990

年レベルに比べ6%削 減することを目指す。

●ライフスタイル ・産業活動の改善

●自動車対策の推進

●緑の保全 ・回復

●廃棄物対策の推進

●エネルギー対策の推進

●調査研究及び広域的取組の推進

資源の有効活

用による循環

型地域社会の

形成

・2010年 度における市民一人一日あたりの一般廃

棄物排出量(事 業系 も含あ)を2000年 度 に

対し、5%削 減することを目指す。
・2010年 度における一般廃棄物の再資源化率を

22%と することを 目指す。
・2010年 度 における産業廃棄物発生量を1999

年度 レベルに抑制 ・維持するとともに、再資源

化率を51%と することを 目指す。

●廃棄物の発生 ・排出抑制

●廃棄物の再利用及び再生利用

●廃棄物の適正処理

政
策
手
段
に
係
る
重
点
分
野

環境教育 ・環

境学習の推進

環境教育 ・環境学習の場や機会の充実、人材育成

等の基盤整備を目指す。

●環境教育 。環境学習事業の内容の充実

●環境教育・環境学習推進のための基盤

整備

●環境保全に関する活動等を通じた環

境教育 ・環境学習の促進

市民 ・事業者 ・

市のパー トナー

シップの構築

市民、事業者、市の三者の多様な連携 ・交流を促

す機会の創出や支援等を推進 し、パー トナーシッ

プによる施策の展開を目指す。

●地域活動組織の自立的発展の支援

●市民 ・事業者等による自主的活動の支

援

●三者の多様な連携を促す機会づくり

の推進
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■重点 目標 と達成状況(概要)

環境基本計画には、環境要素 に係 る重点分野ごと1こ定めた 「重点目標」 と重点目標の達成状況を測

るための指標を掲げています。

ここでは、重点目標の達成状況を測 るための指標の達成状況を次に示 します。

なお、重点 目標の詳 しい達成状況、2004年 度1こおける施策の進捗状況等については、第2章 を御

覧ください。

環境要素に係る重点分野 ■点目標の違成状況

大気汚染の低減 ■ 自動箪の窒素酸化物排 出総量(推 計値)

2005年 度は2,200ト ンで、2000年 度比で35%削 減

■ 自動軍の粒子状物質(一 次粒子分)排 出総量(推 計値)

2005年 度は270ト ンで、2000年 度比で56%削 減

■二酸化窒素濃度(一 般局、 自排局)

・一般9局 の年平均値は0 .02了ppmで 前年度に比べて0.002ppm減 少
・自排9局 の年平均値は0 .037ppmで 前年度に比べ0.002ppm減 少

■浮遊粒子状物質濃度(全 ての一般局)
・一般9局 の年平均値は、o.029mg/㎡ で前年度に比べ0.003mg/㎡ 減少

化学物質の環境 リスクの

低減

■PRTR法 対象物質 の排 出量

2001年 度分の排出量の届出のあった事業所及び物質について比較する

と、2003年 度排出量合計は2,628ト ンであり、2001年 度排出量合計の2,9

27ト ンに比べて約10%減 少

緑の保全 ・回復 ■市域面積に占める緑被面積の比率(水 域を含めた緑被率)

人工衛星からの樹林地 ・草地の植生域と水域を調査(1999年 度実施)で は、

水域を含あ全市の緑被率は約29%

地球温暖化防止対策の推進 ■ 二 酸 化 炭 素 等 温 室 効 果 ガ ス 排 出 量

。2002年 度 の 市 内 の 温 室 効 果 かス 総 排 出 量 は 、2 ,400万 トンCO2、2003年 度 は

2,44U5ト ンCO2で 、 基 準 年(1990年)の 総 排 出 量2,548万 トンCO2【 新 算 定 値 】

と比 べ 、2002年 度5.8%の 減 少 、2003年 度4.2%の 減 少
・二 酸 化 炭 素:2002年 度 の 排 出 量 は 、2,321万 トンCO2、2003年 度 は2,376万

トンCO2で 、基 準 年(1990年)2,280万 トンCO2【 新 算 定 値 】と 比 べ て 、2002

年 度 は1.8%の 増 加 、2003年 度 は4.2%の 増 加
・メ タ ン:2002年 度 の 排 出 量 は1 。4万トンCO2、2003年 度 は1.5万 トンCO2で 、

基 準 年(1990年)1.2万 トンCO2と 比 べ て 、2002年 度 は12.9%の 増 加 、200

3年 度 は19.4%の 増 加

・一 酸 化 二 窒 素(亜 酸 化 窒 素)=2002年 度 の 排 出 量 は、24.4万 トンCO2、2003

年 度 は24.2万 トンCO2で 、基 準 年(1990年)19.6万 トンCO2と 比 べ て、200

2年 度 は24.1%の 増 加 、2003年 度 は23.4%の 増 加

・ハ イ ドロ フル オ ロ カ ー ボ ン類(H=Cs):2002年 度 の 排 出 量 は4 .7万 トンCO2、

2003年 度 は5.8万 トンCO2で 、 基 準 年(1995年)9.9万 トンCO2と 比 べ て、

2002年 度 は53.2%の 減 少 、2003年 度 は41.6%の 減 少
・パ ー フル オ ロ カ ー ボ ン類(PFCs)=2002年 度 の 排 出 量 は5 .6万 トンCO2、2003

年 度 は4.0万 トンCO2で 、 基 準 年(1995年)37.4万 トンCO2と 比 べ て、2002

年 度 は85.0%の 減 少 、2003年 度 は893%の 減 少

・六 ふ っ化 硫 黄(SF6)=2002年 度 の 排 出 量 は43万 トンCO2
、2003年 度 は30万

トンCO2で 、基 準 年(1995年)200万 トンCO2と 比 べ て、2002年 度 は78.5%

の 減 少 、2003年 度 は85.1%の 減 少

資源の有効活用による循環

型地域社会の形成

■市 民一人一 日当た りの 一般廃 棄物排 出量及び 再資源化率
・市民1人1日 あたりの一般廃棄物排出量は1 ,044gで 、前年度の1,123gに

比べ7。03%減 少し、重点目標の基準年(2000年 度)に 比べ7.28%減 少
・2004年 度の再資源化率は14 .2%で 、前年度の14.0%に 比ぺて0.2%増 加

■産 業廃棄物発 生量の伸 び率及び再資 源化率
・市域から発生する産業廃棄物の量は、591 .2万 トン(1994年 度実績、本市

調査)か5463.4万 トン(1999年 度実績、本市調査)へ 減少
・2002年 度の産業廃棄物の再資源化率は48 .5%(推 計)
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■計画 目標 と関連する基本的施策

環境基本計画では、3つ の望ましい環境像を実現するため、 それぞれの環境像に関連する環境要素ご

と1こ目標や施策を提示 し、これを達成、推進 しています。

計画の目標としては、環境要素ごとの望ましい姿である「将来目標」と環境要素の細目である環境項

目ごとに定めた 「計画目標」を明5か1こ しています。

また、基本的施策では、環境要素ごとに、計画目標の達成1こ向けて必要となる「施策の柱」、計画 目

標の達成に向けて具体的な施策の内容を示 した 「具体的施策」等を明らかにしています。

次に、3つ の環境像ごと1こ、環境要素、環境項目、計画目標及び施策の柱 を示 します。

環
境
像

環
境
要
素

環境項目 計画 目標 施策の柱

大
気

大気質

1環 境基準、環境目標値に適合していること

2窒 素酸化物及び粒子状物質の排出が抑制されている

こと

3有 害大気汚染物質の排出が抑制されていること

・自動車公害の防止

・固定発生源対策等の推進

・広域的対策等の推進

悪 臭 4悪 臭物質の排出が抑制されていること ・悪臭の防止

水
水 質

5環 境基準、環境目標値に適合していること

6河 川 ・海域の底質が有害な化学物質で汚染されていな

いこと

・河川 ・海域の水質汚濁の防止

・地下水汚染対策の推進

飲料水 7安 心して飲める水が供給されていること ・安全な飲料水の確保

地 形
地 質

8崖 くずれ、土砂流出や水害がなく、安全性が確保され

ていること
・土砂災害の防止

土 土 壌
9土 壌の環境基準に適合し、小動物や植物が生育できる

豊かな土であること
・土壌の保全

安
全
な
ま
ち

地 盤
10地 下水の汲み上げ等で広域的な地盤沈下が生じない

こと
・地盤沈下の防止

化
学
物
質

化 学

物 質

11有 害な化学物質が適正に管理され、環境汚染が生 じて

いないこと

12ダ イオキシン類の環境濃度が環境基準に適合 してい

ること

・事業所における化学物質の自主

管理の促進
・市による化学物質対策の充実

・リスク⊃ミュニケーションの推進
O<

・ダイオキシン類 ・内分泌撹乱化

学物質等に係る対策の推進

騒
音
・

振
動

騒 音 13環 境基準等に適合 していること
・交通機関における騒音・振動の防止

・事業活動における騒音・振動の防止

・近隣騒音 ・生活騒音の防止

・騒音 ・振動の監視振 動 14環 境保全水準等に適合 していること

電 波 15良 好な画像が保たれていること建
造
物
影
響

ビル風 16ビ ル風害が抑制されていること
・建造物影響の防止

日 照 17住 環境に著 しい影響が生 じていないこと

光害 18周 辺環境に配慮した適切な屋外照明とすること

水 量
19四 季を通じて煎類等が生息できる水量が確保されて

いること水
辺

水 辺 20き れいで豊かな水とふれあえること

・水辺環境の保全・再生

・水辺の水量の確保

・親水性の向上

・水辺の維持管理
快
適
な
ま
ち

樹林地 21斜 面緑地や社寺林等が保全されていること

緑 農 地
22乱 開発が防止され、展地が計画的に保全されているこ

と

・樹林地の保全

・都市農地の保全

・都市緑化の推進

・公園緑地の拡充整備緑化地 23公 共施設、道路、工場、住宅等が緑化されていること
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環 環

境 境
要 環境項目 計画 目標 施策の柱

像 素

24歩 いて行ける範囲に公園があり、管理が適切に行わ

公 園 れていること

緑
緑 地 25環 境資源を活かした特色ある公園緑地が整備されて

いること

その他
の緑地

26水 辺等の緑地が保全、活用されていること

生 植 物
27生 物多様性に資するため、市域に現存する植物が保

全され、身近なところでふれあえること

・生物に関する情報の収集整理

・生息地の保全

物
動 物

28生 物多様性に資するため、市域に生息する鳥、魚、小

動物、昆虫が保全され、身近なところでふれあえること

・生息空間の創出

。生物とふれあう機会の創出

29建 物や緑のデザインに配慮した都市空間や個性ある

快 都 市 景観が保たれていること

景 観 30屋 外広告物等がまちの美観と調和し、良好な道路空間

適 が創出されていること

オープン 31市 街地に人が出会い、語らうことのできる広場やゆと
な

都 ス ペ ー ス りある空間等が適切に配置されていること

ま 市 利 用 者
・艮好なまちなみづくり

ア に 優 し 32こ どもや高齢者、障害者等に優しい公共施設であるこ ・快適な都市空間の創出

ち
メ
一
一
一

い 公 共
施 設

と ・余暇を楽 しめるまちづくり

T

T
歴 史 的
文 化 的

33文 化財、優れた歴史的遺産が適切に保全されているこ

・静けさが保たれたまちづくり

遺 産 と

レクリエーシ 34レ クリエーションを楽 しめる施設が適切に配置され

ヨン施 設 ていること

静 け さ
35静 けさが保たれ、安らぎのある快い音にふれあえるこ

と

都
市
気
温

都 市
排 熱

36都 市排熱が抑制されていること 。ヒートアイランド防止対策の推進

温暖化 37二 酸化炭素等の排出が抑制されていること

地
球

オゾ ン

層破壊

38オ ゾン層破壊の原因となる物質の排出が抑制されて

いること

・地球温暖化の防止

'オ ゾンiの 保護

・酸性雨の防止
環
境 酸性雨

39酸 性雨の原因となる物質の排出が抑制されているこ

と
・森林の保全

・国際協力の推進

森 林 40持 続可能な森林資源の保全に貢献していること
循

41大 量消費、大量廃棄の生活様式が見直され、廃棄物の

環

型

の

資
源

・

廃
棄物

資 源 ・

廃棄 物

発生が抑制されていること

42廃 棄物が可能な限り、再利用及び再生利用されている

こと

43建 設発生土が有効利用されていること

・廃棄物の発生抑制

・廃棄物の再利用及び再生利用

・建設発生土対策

・廃棄物の適正処理
44廃 棄物が適正に処理され、環境汚染が生じていないこ

ま と

ち
エ

ネ 45効 率的にエネルギーが活用されるとともに、自然工ネ 。省工ネルギー対策の推進

ル エネルギー ルギー及び未利用 工ネルギーが有効に利用されている ・自然エネルギー、未利用エネル
ギ
ー

こと ギー利用の推進

水 46雨 水の浸透等によって水の良好な循環構造が保たれ

循
環

水循環 ていること

47水 資源が大切に利用されていること

・水の循環構造の保全

・水資源の適正利用
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■計画 目標 と達成状況(概 要)

環境基本計画には、2010年 度を目途1こ環境項目ごとに定めた 「計画目標」と計画目標の達成状況

を測るための指標を掲げています。

ここでは、計画目標の達成状況を測るための指標の達成状況 を次に示 します。

なお、計画目標の詳 しい達成状況、2004年 度における施策の進捗状況等については、第3章 を御

覧ください。

環境要素と環境項 目

安

全

な

ま

ち

大

気

水

大 気 質

悪 臭

水 質

計画 目標の達成状況

■指標=環 境 基準.環 境 目標値 の遅成 率(連 成 率100%を 目指す。)

・=酸 化窒素=一 般局9局 全局で、自排局9局 中6局 で環境基準を達成(達 成率:83%)

環境目標値は、全測定局18局 で非達成(達 成率:0%)
・浮遊粒子状物質:環 境基準の長期的評価は、一般局9局 、自排局9局 の全局で環境基準

を達成(達 成率=100%)、 短期的評価は一般局9局 中6局 で、自非局9局 中1局 で環境

基準を達成(達 成率=39%)環 境目標値は、全測定局18局 で非達成(達 成率:0%)
・光化学オキシダン ト=一 般局9局 で環境基準を非達成(達 成率:0%)

光化学スモッグ注意報は11回 発令され、健康被害の届出が1名 あった。
・二酸化硫黄=環 境基準及び環境目標値の長期的評価は、一般局9局 全局で達成(達 成率:

100%)、 短期的評価は一般局9局 中5局 で達成(達 成率=56%)
・一酸化炭素=測 定を行っている一般局1局 及び自排局4局 の全5局 で環境基準を達成(達

成率=100%)
・有害大気汚染物質=ベ ンゼンは測定を行なった4局 のうち、2局 で環境基準を非達成(達

成率50%)、 トリクロロェチレン、テ トラクロロエチレン及びジクロロメタンは、4局

すべてで環境基準を達成(達 成率:100%)

■指標=窒 素 酸化物 の排出総 量(第2章 重点分野 を参照)
・自動車からの窒素酸化物排出総量(推 計値)=2005年 度 は2 ,200ト ンで、2000年 度

比で35%削 減
・工場 ・事業場からの窒素酸化物の排出総量:10 ,883ト ンで、2000年 度比で1.9%増 加

■指標=粒 子状物質 の排出総 量(第2章 重点分野 を参照)
・自動車からの粒子状物質(一 次粒子分)排 出総量(推 計値)=2005年 度は270ト ンで、

2000年 度比で56%削 減
・工場 ・事業場からの粒子状物質(二 次生成粒子を含あ)の 排出総量12 ,136ト ンで、2

000年 度比で約1.5%減 少

■指標=大 気汚 染物質 の排 出量(2000年 現在の排 出量よ り削減する ことを 目指す。)
・硫黄酸化物:工 場 ・事業場からの硫黄酸化物の排出総量は1 ,022ト ンで、2000年 度比

で28.6%減 少
・有害大気汚染物質:PRTR法 に基づき、2001年 度実績の届出があった事業所及び物質に

ついて比較すると、2003年 度大気排出量合計は1,974ト ンであり、2001年 度大気排出

量合計の2,268ト ンに比べて約13%減 少。

■指標=悪 臭の苦情件数、解決件数1.・ 苦情の億減及び解決を目指す。)

・悪臭苦楕の対応件数は56件 で、前年度と比べて増加

■指標=環 境 基準.環 境 目標値 の遅成 率(連 成 率100%を 目指す。)

○公共用水域
・人の健康の保護に関する健康項 目=河 川、海域とも環境基準を達成(達 成率=100%)
・生活環境の保全に関する生活環境項 目=

・多摩川水系の市内河川のBODは 、3河 川のすべてで達成
・海域のCODはB類 型、C類 型地点のすべての測定地点で環境基準に適合

・河川水質管理計画に掲げる環境 目標=

・市内河川では、12河 川中9河 川でBOD及 びCODの 目標を達成(達 成率:了5%)
・生物調査結果では、AA目 標の平瀬川で6種 類、A目 標の三沢川で7種 類、C目 標の

矢上川で7種 類、渋川で4種 類の魚類を確認

○地下水
・揮発性有機化合物は、調査 した94地 点中73地 点で環境基準を達成(達 成率:78%)
・全シアン等の有害物質は、調査 した48地 点中、40地 点で環境基準を達成(達 成率:

83%)、 その他の有害物質は、すべての地点で達成(達 成率=100%)
・農薬は、調査 した39地 点すべてで環境基準を達成(達 成率:100%)
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